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堆積段丘における BIM/CIM 試行事例 

新和設計株式会社 ○富取 俊馨，遠藤 真哉 

 

1. はじめに 

BIM/CIM の適用が進みにくい背景に地質モデルの場

合は限られた調査結果に基づくものであることが多く，

本質的に不確実性を伴うため地形や構造物の場合と比べ

て地質技術者の判断を必要とすることが一因 1)と指摘さ

れている． 

BIM/CIM 活用の事例として堆積段丘分布地を対象と

した．堆積段丘が離水する前段階である堆積低地は地盤

条件などが場所によって著しく変化する．このため堆積

段丘堆積物の下に昔の谷地形である埋没谷が存在する段

丘は複雑な地質と言われる． 

山形県内山間地の谷部に計画された橋梁や砂防ダムに

おける地質調査の多くのサイトで埋没谷を有する堆積段

丘に遭遇した事例がある．限りある調査での構造物基礎

位置の設定は難しい．地形・地質の基本的な原理を用い

て埋没谷における旧谷地形（支持地盤）の想定確度向上

を目指した． このサイトで道路橋を架橋すると仮定して

橋台基礎位置の検討を行った．埋没谷の 3D 地質モデル

を構築し，岩盤上面をサーフェスモデルで可視化し，橋

台基礎位置を 3D で検討した． 

 

2. 堆積段丘 

(1) 東北地方の堆積段丘 

東北地方における既往研究では，山間河谷に幅広く連

続性がある最低位の河岸段丘が堆積段丘の性格を持ち，

最終氷期後半の埋積終了後から1万年 B.P.の間の時期に

形成されたことが明らかにされている2)．山形県内の既

往研究では県央の乱川水系・立谷川水系および高瀬川水

系で堆積段丘の報告がある3)．また，山形県南西部の荒川

上流域や荒川右ｃ支川の玉川流域で堆積段丘の報告があ

る4)． 

これらの報告では，最終氷期における河川の埋積が中

部山岳地域などと調和的であることから，気候変動によ

る形成の可能性が高いと指摘している4)． 

従って，著者らが遭遇した事例以上に埋没谷を有する

堆積段丘が分布している可能性が高い． 

(2) 読図による堆積段丘の識別方法 

 堆積段丘は，谷低堆積低地が離水して形成されたもの

なので，その形成過程を理解することで堆積段丘を識別

できる．谷低堆積低地は欠床谷が埋められて平坦な低地

を形成する（図-1）．谷低堆積低地の地形的特徴は以下の

通りである 5)． 

・山麓線がリアス式海岸線のように屈曲に富む． 

・支流の谷低にも低平地が樹枝状に入り組んでいる． 

・山腹斜面と低地が接する山麓線は遷緩線である． 

 

 

 

 

 

図-1 谷低堆積低地の形成過程 

 識別するポイントを図-2 にまとめた． 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 谷低堆積低地から堆積段丘 

 

3.  サイトの地形・地質 

(1) 地形 

 報告するサイトは上記識別するポイントに基づいて選

定し，かつ，ボーリングデータが公表6)されている地点を

設定した． 

 サイトは，河谷に幅広く段丘平坦面を有しており平坦

面の右岸側山腹との境界は遷緩線からなる．左岸側の山

腹は現河谷が下刻し河床には岩盤が露出している． 

(2) 地質 

 基盤岩は新第三系の安山岩からなり左右岸山腹に分布

している．堆積段丘を構成する第四系の段丘砂礫層が被

覆している．堆積段丘であることから砂礫層下に旧河谷

が分布している．ボーリングデータで確認された着岩深

度と山腹斜面を延長して旧河谷の形状を検討するが，旧

河谷流芯の位置と旧河床勾配に留意した．ボーリングデ

ータを参照すると岩盤上面に風化帯が存在しており旧山

腹斜面と判断し，左右岸山腹斜面形状の延長を想定して

旧河谷を設定した．3D 地質モデル（地盤モデル）生成に

は Geo-Graphia37)を用いたが，支持地盤となる CM 岩盤上

面のサーフェスモデルを自動で生成すると，上記留意事

項に矛盾が生じるため，補間データを入れて地盤モデル

（堆積段丘部に位置する右岸橋台部）とした（図-3）． 

 

 

 

 

 

図-3 地盤モデル 
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4. 支持地盤と橋台位置の検討 

(1) 斜面上の基礎 

 段丘砂礫層下に支持地盤が分布することから，斜面で

のコントロール8)を参照して検討した（図-4）． 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 斜面上の基礎 

 

(2) 橋台位置の3D 検討 

3次元地質モデリングソフトで作成した地盤データを3

次元 CAD に取り込み，橋台の配置検討を行った．図-5に

地表モデル（緑）と地盤モデル（橙）を示す．地表モデ

ルには国土地理院の基盤地図情報を使用した9)．3次元モ

デルを活用することにより，面的に地形・地質を理解す

ることができる． 

 

図-5 地表モデルと支持地盤モデル 

 

橋台の配置は，支持地盤面を確認して検討を行った．

本試行では直接基礎形式の橋台を想定しているため，基

礎が支持地盤サーフェスまで到達しているかを3次元上

で確認しながら検討を行った。図-6に橋台の配置検討例

を示す． 

 

図-6 橋台の配置 

 

3D モデルを用いることで，支持地盤と地表面，橋台の

位置関係を三次元で確認し視覚的な把握が容易である．

そのため，複数案を3次元上に並べての比較検討において

も位置関係を理解しやすく有用であると考えられる（図

-7）． 

 

図-7 比較検討 

 

5. まとめ 

 堆積段丘の形成過程に留意して地下地質を推定するこ

とで BIM/CIM 構築に必要な3D 地質モデルが生成できる

ことを示した．生成した支持地盤のサーフェスモデルを

用いて橋台基礎位置の検討が3D で可能となり，合理的な

設計ができることを示した． 
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